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平成１９年３月期  第３四半期財務･業績の概況(連結) 
平 成 １ ９ 年 ２ 月 １ 日 

上場 会 社名  ネットワンシステムズ株式会社 （コード番号：７５１８  東証第一部） 
（ＵＲＬ  http://www.netone.co.jp/index.html） 
代 表 者 役職名 代表取締役社長 氏名 澤  田 脩 
問合せ先責任者 役職名 管 理 本 部 長 氏名 有  馬 直 ＴＥＬ：（０３）５４６２－０８００ 
 
１. 四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：有 
（内容）法人税等の計上基準：法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。 
② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：有 
（内容）連結（新規）  －社  （除外）  －社    持分法（新規）  1 社  （除外）  －社 

 
２.平成１９年３月期第３四半期財務･業績の概況（平成１８年４月１日～平成１８年１２月３１日） 
（１）経営成績（連結）の進捗状況 （単位：百万円未満切捨） 
 売    上    高 営  業  利  益 経  常  利  益 

  百万円 %  百万円 %  百万円 % 
19 年 3 月期第 3 四半期  76,078 (6.5)  3,155 (△39.2)  3,148 (△40.2) 

18 年 3 月期第 3 四半期  71,447 (△19.9)  5,191 (△20.8)  5,259 (△19.5) 

（参考）18 年 3 月期  107,383  7,752  7,824 
 
 

四半期（当期）純利益 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり 
四半 期（当期）純利益 

  百万円 %  円 銭  円 銭 

19 年 3 月期第 3 四半期  1,687 (△45.7)  3,059 04  

18 年 3 月期第 3 四半期  3,109 (△12.7)  5,636 49  

（参考）18 年 3 月期  4,783  8,613 84  
（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率であります。 
 
（２）財政状態（連結）の変動状況 
 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 %  円 銭 
19 年 3 月期第 3 四半期 79,342 63,571 79.2 113,833  61 

18 年 3 月期第 3 四半期 75,014 60,099 80.1 108,937  18 

（参考）18 年 3 月期 85,009 61,772 72.7 111,914  28 
 
（３）連結キャッシュ・フローの状況 
 営業活動による 

キャッシュ･フロー 
投 資 活 動 による 
キャッシュ･フロー 

財 務 活 動 による 
キャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円 百万円 

19年 3月期第 3 四半期  4,882  △ 2,611  △ 818  26,508 

18年 3月期第 3 四半期  8,396  △ 1,913  △ 944  25,968 

（参考）18 年 3 月期  8,748  △ 3,162  △ 959  25,056 
 
３．平成１９年３月期の連結業績予想（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

 売  上  高 経  常  利  益 当  期  純  利  益 

  百万円  百万円  百万円 
通 期  120,000  7,500  4,300 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 7,794 円 26 銭 
（注）上記の業績予想は平成 18 年 8 月 7 日に行った期初予想修正後の業績予想であります。 

なお、通期の業績予想につきましては、現在見直し作業中であり、遅くとも 2 月中には
開示する予定です。詳細は連結 2ページの連結業績予想欄をご参照下さい。
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経営成績（連結）の進捗状況 
 

当第３四半期の状況は、一般民間大手企業では、金融業界の設備投資意欲がより活発化しており、他の業種

でも自動車等の業種において設備投資が増加傾向にあります。通信事業会社等では、前第３四半期において設

備投資が大きく落ち込んだ状態は当第３四半期には回復したものの、次世代ネットワークに向けての端境期と

いう状態は続いています。また、公共部門では価格競争が激しく受注目標を大幅に下回る結果となりました。 

一方、利益面では、サービス事業の強化を推し進めており、エンジニアリング・運用管理の受注及び売上は

順調に拡大しています。しかしながら、新しいネットワーク運用サービスの立ち上げ期ということもあり、売

上原価率が当初計画を上回る状態で推移しています。 

 

この様な状況下で当第３四半期の連結業績（平成18年4月1日～平成18年12月31日）は、受注高が823億20百

万円（前年同四半期比4.7％増）、売上高が760億78百万円（前年同四半期比6.5％増）、当第３四半期末受注残

高は402億2百万円（前年同四半期比11.1％増）となりました。売上高の内訳は、ネットワーク機器商品群及び

ネットワークコンピューティング商品群（ＮＩ及びＮＣ）合計で503億76百万円（前年同四半期比2.7％増）、

メディア商品群（ＭＩ）が58億54百万円（前年同四半期比25.6％増）、サービス商品群（ＳＩ）が198億47百万

円（前年同四半期比11.9％増）となりました。利益面では、売上総利益率が低下（当第３四半期22.8％、前第

３四半期24.3％、1.5％低下）し、販売費及び一般管理費も増加した結果、営業利益は31億55百万円（前年同

四半期比39.2％減）となり、経常利益は31億48百万円（前年同四半期比40.2％減）となりました。また、特別

損失として、事業所移転中止関連費用１億99百万円等を計上した結果、四半期純利益は16億87百万円（前年同

四半期比45.7％減）となりました。 

 

財政状態（連結）の変動状況 
 

当第３四半期の資産につきましては、前第３四半期に比べ43億27百万円増加し、資産合計は793億42百万円

となっています。主な変動要因は、現金及び預金・有価証券（譲渡性預金及びコマーシャルペーパー）が5億

39百万円、受取手形及び売掛金が9億4百万円、たな卸資産が11億25百万円それぞれ増加したことによるもので

す。 

負債につきましては、前受金の増加等により、負債合計は前第３四半期に比べ15億99百万円増加し、157億

71百万円となっています。 

一方、前連結会計年度末との比較では、資産合計は56億66百万円減少しました。主な変動要因は、受取手形

及び売掛金が101億43百万円減少し、また、現金及び預金・有価証券（譲渡性預金及びコマーシャルペーパー）

が14億51百万円増加、たな卸資産が24億53百万円増加したことによるものです。負債につきましては、主に買

掛金の減少により、負債合計で66億95百万円減少しました。 

 

当第３四半期の営業活動によるキャッシュ・フローは前第３四半期に比べ35億14百万円収入が減少し48億82

百万円の収入となっております。これは主に税金等調整前四半期純利益が22億17百万円減少したこと、また売

上債権の減少額の縮小により14億20百万円収入が減少したこと等によるものです。投資活動によるキャッシ

ュ・フローは前第３四半期に比べ6億98百万円支出が増加し26億11百万円の支出となっています。財務活動に

よるキャッシュ・フローは前第３四半期に比べ1億25百万円支出が減少し8億18百万円の支出となっています。 

 

連結業績予想 
 

第４四半期の概況も全体としては第３四半期の状況（上記「経営成績の進捗状況」）と大きく変化はないものと

予想されます。一般民間大手企業については着実にサービス事業を基軸とした業務拡大が期待できる半面、通信事

業者等についてはより慎重に判断せざるを得ない状況であり、また、公共部門では価格動向等予断を許せない環境

が続くものと思われます。 

 

通期の業績予想につきましては、現在見直し作業中であり、遅くとも 2 月中には開示する

予定です。 
 



－連 3－ 

四半期連結財務諸表等 
 

（１）四半期連結貸借対照表  
 （ 単位：百万円未満切捨 ） 

当第3四半期末 前第3四半期末 
前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 

(平成 18 年 12 月 31 日)  (平成 17 年 12 月 31 日)  

増 減 

(平成 18 年 3 月 31 日) 

期 別 

 
 
科 目 

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 増減率 金 額 構成比 
（ 資 産 の 部 ）  ％  ％  ％  ％ 

Ⅰ 流 動 資 産 68,284 86.1 64,763 86.3 3,520 5.4 73,998 87.0 

現 金 及 び 預 金 14,510  17,468  △ 2,958 △ 16.9 16,056  

受取手形及び売掛金 25,241  24,336  904 3.7 35,384  

有 価 証 券 11,998  8,499  3,498 41.2 8,999  

た な 卸 資 産 13,659  12,534  1,125 9.0 11,206  

繰 延 税 金 資 産 428  528  △ 100 △ 18.9 668  

そ の 他 2,448  1,471  976 66.4 1,683  

貸 倒 引 当 金 △ 0  △ 75  74 △ 98.7 △ 0  

Ⅱ 固 定 資 産 11,058 13.9 10,251 13.7 806 7.9 11,011 13.0 

１．有 形 固 定 資 産  5,255 6.6 4,905 6.6 349 7.1 5,128 6.1 

工 具 器 具 備 品 4,791  4,504  287 6.4 4,734  

そ の 他 463  401  62 15.5 394  

２．無 形 固 定 資 産 1,558 2.0 1,670 2.2 △ 111 △ 6.7 1,726 2.0 

連 結 調 整 勘 定 －  17  △ 17 △ 100.0 16  

の れ ん 13  －  13 － －  

そ の 他 1,545  1,652  △ 107 △ 6.5 1,710  

３．投 資 そ の 他 の 資 産 4,243 5.3 3,675 4.9 568 15.5 4,156 4.9 

投 資 有 価 証 券 781  358  423 118.2 429  

繰 延 税 金 資 産 2,299  2,197  101 4.6 2,332  

そ の 他 1,388  1,351  36 2.7 1,620  

貸 倒 引 当 金 △ 226  △ 233  7 △ 3.0 △ 226  

資 産 合 計 79,342 100.0 75,014 100.0 4,327 5.8 85,009 100.0 
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 （ 単位：百万円未満切捨 ） 

当第3四半期末 前第3四半期末 
前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 

(平成 18 年 12 月 31 日)  (平成 17 年 12 月 31 日)  

増 減 

(平成 18 年 3 月 31 日) 

期 別 

 
 
科 目 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 増減率 金 額 構成比 
（ 負 債 の 部 ）  ％  ％  ％  ％ 

Ⅰ 流 動 負 債 15,666 19.8 13,958 18.6 1,708 12.2 22,252 26.1 

買 掛 金 8,445  8,559  △ 113 △ 1.3 15,142  

短 期 借 入 金 350  350  － － 350  

未 払 金 746  719  26 3.8 1,362  

未 払 法 人 税 等 45  39  5 15.2 1,206  

前 受 金 4,909  －  4,909 － －  

賞 与 引 当 金 432  385  46 12.1 545  

そ の 他 737  3,904  △ 3,167 △ 81.1 3,645  

Ⅱ 固 定 負 債 104 0.1 213 0.3 △ 109 △ 51.3 213 0.3 

長 期 未 払 金 93  202  △ 108 △ 53.5 202  

そ の 他 10  11  △ 1 △ 14.1 11  

負 債 合 計 15,771 19.9 14,172 18.9 1,599 11.3 22,466 26.4 

（ 少 数 株 主 持 分 ）         

少 数 株 主 持 分  － － 743 1.0 － － 770 0.9 

（ 資 本 の 部 ）         

Ⅰ 資 本 金 － － 12,279 16.4 － － 12,279 14.4 

Ⅱ 資 本 剰 余 金 － － 19,453 25.9 － － 19,453 22.9 

Ⅲ 利 益 剰 余 金 － － 28,466 37.9 － － 30,140 35.5 

Ⅳ その他有価証券評価差額金 － － △ 5 △ 0.0 － － △ △ 5 
△ 

△ 0.0 

Ⅴ 自 己 株 式 － － △ 94 △ 0.1 － － △ 94 △ 0.1 

資 本 合 計 － － 60,099 80.1 － － 61,772 72.7 

負債、少数株主持分及び資本合計 － － 75,014 100.0 － － 85,009 100.0 

（ 純 資 産 の 部 ）         

Ⅰ 株 主 資 本 62,607 78.9 － － － － － － 

１．資 本 金 12,279 15.5 － － － － － － 

２．資 本 剰 余 金 19,453 24.5 － － － － － － 

３．利 益 剰 余 金 30,969 39.0 － － － － － － 

４．自 己 株 式 △ 94 △ 0.1 － － － － － － 

Ⅱ 評 価 ･ 換 算 差 額 等 192 0.2 － － － － － － 

１．その他有価証券評価差額金 △ 3 △ 0.0 － － － － － － 

２．繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 196 0.2 － － － － － － 

Ⅲ 少 数 株 主 持 分 770 1.0 － － － － － － 

純 資 産 合 計 63,571 80.1 － － － － － － 

負 債 純 資 産 合 計 79,342 100.0 － － － － － － 
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（２）四半期連結損益計算書 
（ 単位：百万円未満切捨 ） 

当第3四半期 前第3四半期 
前連結会計年度の 

要約連結損益計算書 

自 平成18年 4月 1日 

至 平成18年 12月 31日 

自 平成17年 4月 1日 

至 平成17年 12月 31日 

増 減 
自 平成17年 4月 1日 

至 平成18年 3月 31日 

 期 別 

 
 
 
科 目 金 額 百分比 金 額 百分比 金 額 増減率 金 額 百分比 

  ％  ％  ％  ％ 
Ⅰ 売 上 高 76,078 100.0 71,447 100.0 4,630 6.5 107,383 100.0 

Ⅱ 売 上 原 価 58,731 77.2 54,106 75.7 4,624 8.5 82,592 76.9 

売 上 総 利 益 17,347 22.8 17,340 24.3 6 0.0 24,790 23.1 
Ⅲ 販売費及び一般管理費 14,191 18.7 12,149 17.0 2,042 16.8 17,038 15.9 

営 業 利 益 3,155 4.1 5,191 7.3 △ 2,036 △ 39.2 7,752 7.2 

         

Ⅳ 営 業 外 収 益 75 0.1 90 0.1 △ 15 △ 16.6 99 0.1 

受 取 利 息 24  3  21 675.5 4  
受 取 配 当 金 1  1  － － 1  

為 替 差 益 －  20  △ 20 △ 100.0 22  

団 体 保 険 配 当 金 31  21  10 50.9 21  

そ の 他 17  44  △ 26 △ 59.6 50  

Ⅴ 営 業 外 費 用 83 0.1 22 0.0 60 270.2 27 0.0 

支 払 利 息 3  3  0 0.0 4  
持分法による投資損失 48  0  48 － 1  

新 株 発 行 費  －  0  △ 0 △ 100.0 0  

為 替 差 損 14  －  14 － －  

コミットメントフィー 6  7  △ 0 △ 3.1 9  
出 資 金 運 用 損 6  2  4 191.9 2  

そ の 他 3  9  △ 6 △ 64.5 9  

経 常 利 益 3,148 4.1 5,259 7.4 △ 2,111 △ 40.2 7,824 7.3 

         

Ⅵ 特 別 利 益 0 0.0 34 0.0 △ 34 △ 98.0 115 0.1 

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 0  25  △ 25 △ 97.3 106  
固 定 資 産 売 却 益 －  8  △ 8 △ 100.0 8  

投資有価証券売却益 －  0  △ 0 △ 100.0 0  

Ⅶ 特 別 損 失 223 0.3 152 0.2 71 46.9 161 0.2 

固 定 資 産 除 却 損 4  6  △ 1 △ 23.0 14  
減 損 損 失 －  132  △ 132 △ 100.0 132  

関係会社株式売却損 －  14  △ 14 △ 100.0 14  

投資有価証券評価損 －  －  － － 1  

関係会社事業所移転費用 19  －  19 － －  

事業所移転中止関連費用 199  －  199 － －  

税金等調整前四半期（当期）純利益 2,925 3.8 5,142 7.2 △ 2,217 △ 43.1 7,778 7.2 
         

法 人 税 等 1,235 1.6 1,922 2.7 △ 687 △ 35.8 2,858 2.6 

少 数 株 主 利 益 2 0.0 110 0.1 △ 107 △ 97.9 136 0.1 

四半期（当期）純利益 1,687 2.2 3,109 4.4 △ 1,421 △ 45.7 4,783 4.5 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（ 単位：百万円未満切捨 ） 

当第3四半期 前第3四半期 
前連結会計年度の要約連結  
キャッシュ・フロー計算書  

 自 平成18年 4月 1日  自 平成17年 4月 1日  自 平成17年 4月 1日 

 至  平成18年 12月 31日  至  平成17年 12月 31日  至  平成18年 3月 31日 

期 別 

 

科 目 

金 額 金 額 金 額 
    営業活動によるキャッシュ･フロー：    

税金等調整前四半期（当期）純利益 2,925 5,142 7,778 
減 価 償 却 費 2,170 1,991 2,833 
減 損 損 失 － 132 132 
連 結 調 整 勘 定 償 却 額 －  3  3 
の れ ん 償 却 額      2 － － 
賞 与 引 当 金 の 増 減 額 △ 112 △ 109 50 
貸 倒 引 当 金 の 減 少 額 △ 0 △ 26 △ 107 
受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 △ 25 △ 4 △ 5 
持 分 法 に よ る 投 資 損 失 48  0  1 
支 払 利 息  3  3  4 
投 資 有 価 証 券 売 却 益 － △ 0 △ 0 
関 係 会 社 株 式 売 却 損 － 14 14 
投 資 有 価 証 券 評 価 損 － －  1 
売 上 債 権 の 減 少 額 12,150 13,571 2,227 
た な 卸 資 産 の 増 減 額 △ 2,453 △ 1,230 97 
未 収 消 費 税 等 の 増 減 額 127 △ 143 △ 158 
そ の 他 流 動 資 産 の 増 加 額 △ 325 △ 190 △ 424 
仕 入 債 務 の 増 減 額 △ 6,698 △ 6,245 349 
未 払 消 費 税 等 の 減 少 額 △ 42 △ 357 △ 361 
そ の 他 流 動 負 債 の 増 減 額 △ 298 △ 72 329 
役 員 賞 与 の 支 払 額 △ 32 △ 48 △ 48 
そ の 他 △ 163 △ 156 △ 100 

小 計 7,275 12,272 12,619 
利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 23 4  5 
利 息 の 支 払 額 △ 3 △ 3 △ 4 
法 人 税 等 の 支 払 額 △2,459 △3,933 △ 3,933 
そ の 他 46 56 62 

営業活動によるキャッシュ･フロー 4,882 8,396 8,748 
投資活動によるキャッシュ･フロー：    

短期貸付金の貸付による支出 △ 0 － △ 1 
短期貸付金の回収による収入  0  0  0 
有形固定資産の取得による支出 △ 2,065 △ 1,713 △ 2,546 
無形固定資産の取得による支出 △ 284 △ 221 △ 267 
投資有価証券の取得による支出 △ 278 △ 74 △ 143 
投資有価証券の売却による収入 － 39 50 
関係会社株式の売却による収入 － 110 110 
長期貸付金の貸付による支出 △ 5 △ 5 △ 5 
長期貸付金の回収による収入 13  0  0 
出 資 金 の 払 込 に よ る 支 出 △ 3 △ 4 △ 5 
出 資 金 の 回 収 に よ る 収 入  1  0  0 
そ の 他 10 △ 45 △ 352 

投資活動によるキャッシュ･フロー △ 2,611 △ 1,913 △ 3,162 
財務活動によるキャッシュ･フロー：    

配 当 金 の 支 払 額 △ 818 △ 944 △ 959 
財務活動によるキャッシュ･フロー △ 818 △ 944 △ 959 

現金及び現金同等物の増加額 1,451 5,538 4,627 
現金及び現金同等物の期首残高 25,056 20,429 20,429 
現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 26,508 25,968 25,056 
    



－連 7－ 

 

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 
 

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準） 
当第３四半期より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第5号 平成17年12

月9日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準適用指針第8号 

平成17年 12月 9日）を適用しております。 

これまでの資本の部の合計に相当する金額は62,604百万円であります。 

 

表示方法の変更 
 

（四半期連結貸借対照表） 
１．「前受金」は、前第３四半期末は、流動負債の「その他」に含めて表示しておりましたが、当第３四半期末

において負債純資産の合計額の100分の5を超えたため区分掲記しました。 

なお、前第３四半期末の「前受金」の金額は3,205百万円であります。 

 

２．前第３四半期末において、「連結調整勘定」として掲記されていたものは、当第３四半期末から「のれん」

と表示しております。 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書） 
前第３四半期において、「連結調整勘定償却額」として掲記されていたものは、当第３四半期から「のれん償

却額」と表示しております。 
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当連結グループのセグメント情報は単一のため、受注高、売上高及び受注残高の状況は商品群別の開示となってお

ります。 
 

商品群別受注高 
（単位：百万円未満切捨） 

当第3四半期 
 自 平成18年 4月 1日 

 至 平成18年 12月 31日 

前第3四半期 
 自 平成17年 4月 1日 

 至 平成17年 12月 31日 

前連結会計年度 
 自 平成17年 4月 1日 

 至 平成18年 3月 31日 

期 別 

 

 

区 分 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 

  ％  ％  ％ 

ネットワーク機器商品群 53,224 64.6 54,098 68.8 74,044 65.9 

ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ商品群 2,115 2.6 1,427 1.8 2,101 1.9 

メ デ ィ ア 商 品 群 7,144 8.7 5,824 7.4 7,239 6.4 

サ ー ビ ス 商 品 群 19,836 24.1 17,278 22.0 28,941 25.8 

合 計 82,320 100.0 78,628 100.0 112,327 100.0 

 

商品群別売上高 
（単位：百万円未満切捨） 

当第3四半期 
 自 平成18年 4月 1日 

 至 平成18年 12月 31日 

前第3四半期 
 自 平成17年 4月 1日 

 至 平成17年 12月 31日 

前連結会計年度 
 自 平成17年 4月 1日 

 至 平成18年 3月 31日 

期 別 

 

 

区 分 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 

  ％  ％  ％ 

ネットワーク機器商品群 48,554 63.8 47,945 67.1 72,275 67.3 

ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ商品群 1,821 2.4 1,106 1.6 2,236 2.1 

メ デ ィ ア 商 品 群 5,854 7.7 4,659 6.5 7,464 6.9 

サ ー ビ ス 商 品 群 19,847 26.1 17,736 24.8 25,406 23.7 

合 計 76,078 100.0 71,447 100.0 107,383 100.0 

 

商品群別受注残高 
（単位：百万円未満切捨） 

当第3四半期末 

(平成18年12月31日) 

前第3四半期末 

(平成17年12月31日) 

前連結会計年度末 

(平成18年3月31日) 

期 別 

 

 

区 分 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 

  ％  ％  ％ 

ネットワーク機器商品群 17,931 44.6 17,645 48.7 13,261 39.0 

ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ商品群 583 1.4 745 2.1 289 0.9 

メ デ ィ ア 商 品 群 3,089 7.7 3,190 8.8 1,799 5.3 

サ ー ビ ス 商 品 群 18,597 46.3 14,615 40.4 18,608 54.8 

合 計 40,202 100.0 36,196 100.0 33,960 100.0 

 


